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国 勢 調 査 人 口 予 想 ク イ ズ　　　　　　　　P5

下 水 道 の 日 の お 知 ら せ　　　　　　　　　P8

マ ン グ ー ス の 捕 獲 作 業 等 に つ い て　　P10

健 康 あ ま み ２ １「 た ば こ 」　　　　　　　P12

　今月号の主な内容

広
報  

奄
美
市
だ
よ
り

今
回
か
ら
佐
大
熊
地
区
に
な
っ
た
奄
美
ま
つ

り
の
舟
こ
ぎ
大
会
。
今
年
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、

暑
い
陽
射
し
の
中
、
大
勢
の
参
加
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。（
２
ペ
ー
ジ
に
関
連
写
真
）
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７
月
28
日
（
木
）
～
８
月
１
日
（
日
）　



奄美市だより　平成 22 年９月号�

８月１５日（日）

８月８日（日）　
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「一
集
落
１
ブ
ラ
ン
ド
写
真
展
」

 
　

写
真
募
集
の
お
知
ら
せ

　

奄
美
市
で
は
、

各
集
落
（
シ
マ
）

が
持
っ
て
い
る

伝
統
芸
能
や
特
産
品
、
自
然
景
観
な
ど

の
地
域
資
源
（
宝
）
を
活
用
し
、
奄
美
を

訪
れ
た
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
や
島
人(
シ

マ
ン
チ
ュ)

同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
生
み
出

し
、
地
域
を
元
気
に
す
る
「
一
集
落
１
ブ

ラ
ン
ド
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
17

集
落
の
19
の
宝
が
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
集
落
１
ブ
ラ
ン
ド
を
、
多
く
の

人
に
見
て
も
ら
い
認
知
度
を
高
め
る
と
と

も
に
、
撮
り
手
の
感
性
に
よ
る
新
た
な
魅

力
の
再
発
見
や
撮
影
の
中
で
の
地
域
住
民

と
の
交
流
を
図
る
た
め
に
開
催
す
る
「
一

集
落
１
ブ
ラ
ン
ド
写
真
展
」
の
写
真
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

　

多
数
の
お
申
込
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
応
募
期
間

   

平
成
23
年
２
月
10
日（
木
）ま
で（
必
着
）

■
「
一
集
落
１
ブ
ラ
ン
ド
写
真
展
募
集
要

項
」
配
布
先

①
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）

②
窓
口
で
の
配
布

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
8
：
30
～
17
：
15
）

○
名
瀬
総
合
支
所　

商
水
情
報
課

52―

１
１
１
１(

内
線
１
４
２
１)

 

地
デ
ジ
対
応
は
お
早
め
に
！

 

～
ビ
ル
陰
共
聴
施
設
の
管
理
者

　

  　
　
　
　
　

・
利
用
者
の
皆
様
へ
～

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
い
た
だ
く

た
め
に

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
比

べ
て
受
信
障
害
に
強
い
た
め
、
ビ
ル
陰
の

場
合
で
も
障
害
無
く
テ
レ
ビ
を
視
聴
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
共
同
ア
ン
テ

ナ
管
理
者
は
デ
ジ
サ
ポ
の
受
信
調
査
に
よ

り
受
信
障
害
の
有
無
を
把
握
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
信
障
害
が
解
消
す
る
場
合

　

個
別
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
等
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
管
理
者
は
利
用
者

に
対
し
て
、
個
別
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
等
に

よ
り
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
し
て
い
た
だ

く
よ
う
周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
受
信
障
害
が
残
る
場
合

　

共
聴
施
設
の
改
修
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
へ
の
加
入
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
管
理
者
と
利
用
者
と
の
間
で
対
応
方

針
決
定
の
た
め
の
協
議
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

デ
ジ
サ
ポ
で
は
、
受
信
障
害
対
策
共

聴
施
設
の
地
デ
ジ
対
応
の
た
め
、
支
援
措

置
等
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
デ
ジ
サ
ポ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
デ
ジ
サ
ポ
鹿
児
島

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

・
デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.digisuppo.jp/

・
デ
ジ
サ
ポ
鹿
児
島

 

０
９
９―

８
３
３―

２
０
２
０

平
日
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、

土
日
祝
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時

22 9 23
13

◎子ども手当について

　○認定請求及び額改定請求はお済みですか？

　中学校２年生及び３年生がいる世帯でまだ申請がお済み

でない場合には９月３０日（木）までに申請をお願いします。

※期限内に申請すれば平成２２年４月分から受給すること

ができますが、それ以降の申請は、受付日の属する月の翌

月分からの受給となります。
　○現況届の提出はお済みですか？

　現況届を提出されていない方は早めの提出をお願いしま

す。提出を行わない場合は、平成２２年６月以降の分の支

給ができません。

◎児童扶養手当について

○平成２２年８月1日から父子家庭へも児童扶養手当が支

給されることになりました。

　該当されると思われる方は下記問い合わせ先に確認し、

申請を１１月３０日までにしてください。
○現況届の提出はお済みですか？

　現況届を提出されていない方は早めの提出をお願いしま

す。提出を行わない場合は、平成２２年１２月以降の分の

支給ができなくなります。

【各問い合わせ先及び現況受付場所】

・名瀬地区：名瀬総合支所　福祉政策課

　 ５２－１１１１（内線１６０７）
・住用地区：住用総合支所　保険福祉課

　 ６９－２１１１（内線２１１２）
・笠利地区：笠利総合支所　いきいき健康課

　 ６３－２２９９（内線３１３１）
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「敬老の日祝賀会」のお知らせ
　永年に亘り社会の発展に尽くしてこられた高齢者

の方々を敬愛し、長寿を祝福するため下記のとおり

「敬老の日祝賀会」を予定しています。対象者並び

にご家族の皆様方の参加をお願いいたします。

日　　時：平成２２年９月２０日（月）
受　　付：午前８時３０分～
祝  賀  会：午前９: ３０～１１：３０（予定）
会　　場：奄美文化センターホール

【お問い合わせ先】

奄美市役所　高齢者福祉課　  52-1111

有 料 広 告

郷土の益々の発展を祈念致します。
－設計・製作・施工－

超高層ビル自動ゴンドラ、有人ゴンドラ、エレベーター、
ダムウエター、メンテナンス、改修工事

営業種目

代表取締役　平　勝利 旧名瀬市大熊出身
関東地区輪内会会長・東京名瀬会副会長（ 　　　　　   　）

〒１２４－００１２　東京都葛飾区立石２－３４－５
☎０３－３６９１－９８１６（代）・FAX ０３－３６９３－４２７４

東京都知事許可 ( 般 - １２) 第１０２６８０号
東京労働局長許可第１８号・第２号

社団法人日本クレーン協会東京支部会員

泉　千尋（大熊）、中野　晴夫（仲勝）、平　良樹（名瀬）、
永井　裕志（宇宿）、新元　健作（仲勝）、押川　光仁（大熊）

　平成２２年１０月１日に実施される国

勢調査による奄美市の人口は何人でしょ

うか？

応募要領：奄美市内に住んでいる人なら

どなたでも応募できます。郵便ハガキ（官

製・私製）１枚につき、予想人口１点を

記入してください。

しめきり：平成２２年１０月１５日 ( 金 )

応募先：〒８９４－８５５５

　奄美市名瀬幸町２５- ８

　奄美市役所「人口予想クイズ」係

電話：（０９９７）５２－１１１１（内線

１３２４・１３２５）

賞品：１等賞…１万円の図書カード１名、
２等賞…５千円の図書カード　２名　　

　　　　　

結果発表：平成２３年２月に

総務省が発表する「平成２２

年国勢調査による奄美市の人口（速報

値）」に一致したもの。または、最も近

いものから順に当選とします。

●一致または同じ差の回答が複数の場

合は抽選とします。

●総務省の速報値発表後に奄美市だよ

りで当選者をお知らせし、図書カードを

送付します。

※ヒント　
◎平成２２年６月３０日現在の人口
　（住民登録月報）
　４７, ３３２人（外国人を含む）
◎平成１７年国勢調査
　４９, ６１７人 ( 名瀬・住用・笠利合計 )

２０１０年国勢調査人口予想クイズ

（記載例）
奄美市の予想人口
○○ , ○○○人
住所
〒○○○―○○○○
奄美市名瀬幸町○○―○
氏名（ふりがな）
国勢花子 ( こくせい はなこ )
年齢○○歳
電話番号

（○○○○）○○―○○○○

　 　〒８９４－８５５５

　奄美市名瀬幸町２５- ８

　奄美市役所

「人口予想クイズ」係

【記入例：ハガキおもて】

【記入例：ハガキうら】

50 円

JICA 「青年海外協力隊」 「シニア海外ボランティア」

平成 22 年度秋募集のご案内

　独立行政法人国際協力機構（以

下「JICA」という。）では、平成 22

年度の秋募集として、技術や経験

を活かして海外開発途上国の人々

と相互理解を図りながら、協力活動

を展開していく「青年海外協力隊 (Ｊ

Ｖ )」及び「シニア海外ボランティ

ア ( ＳＶ )」を募集します。

○募集期間：2010 年 10 月 1 日（金）

　　　　　～ 2010 年 11 月 8 日（月）〔消印有効〕

○募集人数：( ＪＶ ) 未定※ H21 秋合格 800 名，( ＳＶ ) 未

定　※ H21 秋合格 203 名

○応募資格：( ＪＶ ) 2010 年 11 月 8 日時点で満 20 歳から満

39 歳まで、( ＳＶ ) 2010 年 11 月 8 日時点で満 40 歳から満

69 歳までのいずれも日本国籍を持つ方。

○派遣期間：1 年間または 2 年間。〔ただし、( ＪＶ ) 派遣者

は単身赴任となります。〕

★詳しくは JICA ホームページ（http://www.jica.go.jp）又は

市役所で配布の応募資料にてご確認ください。

＜お問い合わせ先＞ 

☆ JICA 九州（福岡県北九州市八幡東区）TEL : 093-671-8349

☆ JICA デスク鹿児島　 099-221-6624

１０月１日は国勢調査です。 すべての人が対象となりますので、

調査へのご協力をよろしくお願いします。

奄美市役所企画調整課　 52-1111（内 1324・1325）
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夏
は
十
分
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
し
た
か
？
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
昼

は
暑
く
て
も
夜
に
急
に
気
温
が
下
が
っ

た
り
し
ま
す
。
風
邪
を
ひ
い
た
り
し
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

海
に
入
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
海
の

危
険
な
生
き
物
を
少
し
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

「
オ
ニ
ダ
ル
マ
オ
コ
ゼ
」
を
ご
存
知

で
す
か
？
こ
れ
は
奄
美
大
島
以
南
の

サ
ン
ゴ
礁
や
岩
礁
域
に
生
息
し
て
お

り
、
背
び
れ
の
ト
ゲ
か
ら
毒
を
出
し

ま
す
。
刺
さ
れ
る
と
し
び
れ
や
腫
れ

と
い
っ
た
症
状
が
あ
り
、
毒
性
が
強

く
ハ
ブ
の
数
十
倍
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

色
や
形
が
岩
に
よ
く
似
て
お
り
、
ま

た
砂
な
ど
に
半
分
埋
も
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
、
知
ら
ず
に
踏
ん
で
し
ま
い

刺
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
沖
縄
で
50
代
の
男
性
が
ダ

イ
ビ
ン
グ
中
に
こ
の
オ
ニ
ダ
ル
マ
オ
コ

ゼ
に
刺
さ
れ
死
亡
す
る
と
い
う
事
故

が
起
き
ま
し
た
。
刺
さ
れ
て
病
院
を

受
診
す
る
ケ
ー
ス
は
毎
年
の
よ
う
に

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
死
亡
例
と

し
て
は
27
年
ぶ
り
だ
そ
う
で
す
。

　

実
は
こ
の
オ
ニ
ダ
ル
マ
オ
コ
ゼ
を
海

洋
展
示
館
で
も
飼
育
し
て
い
ま
す
。
展

示
館
で
は
水
槽
掃
除
を
す
る
際
は
細

心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
見

た
目
は
愛
嬌
が
あ
り
ボ
ー
ッ
と
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
ま
す
。「
人
は
見
掛
け

に
よ
ら
な
い
」
と
言
い
ま
す
が
そ
れ
ほ

ど
危
険
な
生
き
物
に
は
見
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
他
に
も
海
に
は
見
た
目
は
き

れ
い
で
触
り
た
く
な
る
よ
う
な
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
ダ
コ
や
ハ
ナ
ミ
ノ
カ
サ
ゴ
、
ア
ン

ボ
イ
ナ
な
ど
危
険
な
生
き
物
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
海
で
遊
ぶ
際
は
、
む
や

み
や
た
ら
に
触
ら
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
万
が
一
、
刺
さ
れ
た
場
合
は
速

や
か
に
病
院
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

海
洋
展
示
館
で
は
ガ
ン
ガ
ゼ
や
オ

ニ
ヒ
ト
デ
な
ど
の
危
険
な
生
き
物
も

飼
育
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
紹
介
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
館
さ
れ
て
、
危
険
な
生
き
物
に

つ
い
て
見
て
、
覚
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

オニダルマオコゼ

奄美海洋展示館　 ５５- ６０００
ア ヤ ビ キ 日 記ア ヤ ビ キ 日 記

　下記日程にて、秋野菜の栽培講習会を開催します。（参加費は無料）

講習会では、秋野菜の栽培ポイントなどについて説明する予定です。興味の

ある方は、お気軽にご参加ください。

■９月１４日（火）

　10:00 ～ 12:00　奄美市農業研究センター（奄美市名瀬朝戸）

　14:00 ～ 16:00　小宿公民館（奄美市名瀬小宿集落内）

■９月１５日（水）

　10:00 ～ 12:00　笠利農村環境改善センター（太陽が丘総合運動公園敷地内）

　14:00 ～ 16:00　住用総合支所（産業建設課横会議室）

【 講 習 内 容 】土づくり・肥料について、秋野菜（キャベツ・大根・バレイショ・

 　　　　豆類・・）の栽培ポイント、農薬の適正使用について　他

【お問い合わせ先】

　　　奄美市農林振興課　営農研修係

　　　担当：伊集院

　　　 ５２－１１１１（内 1897）

カンモーレ交流プラザ

～人と文化の交流によるなぜまち

商店街賑わい創出事業～

　奄美市では、商店街からの情報発信及

び賑わいのある商店街形成を目指すため

に、カンモーレ交流プラザ（★）において、

音楽・美術などのイベントや市民参加型

のワークショップを開催しています。

　誰でも気軽に作品を展示できる 「まち

なかアート展」、ミニ音楽会の 「ティータ

イムコンサート」、各種専門家を講師に招

く 「アートワークショップ」

の 3 つを定期的に開催し

ていますので、お気軽に

お立ち寄りください。

★【カンモーレ交流プラザ】は、商店街

の情報発信・文化交流の創出を目的に運

営している施設で、運営時間は 10:00 ～

20:00。場所は奄美市名瀬末広町 9 番 10

号 ( 中央通りアーケード内 ) です。

お問い合わせ先：奄美市商水情報課

中心市街地活性化対策室 52-1111

[ この事業は、鹿児島県ふるさと雇用再生特
別基金事業を活用し、NPO 法人に委託して
事業を実施しています。]

オニダルマオコゼ

危険！背びれのトゲ↓には毒があります！

　平成 23 年新成人のつどい（名瀬地区成人式）の企画運営を
おこなう新成人実行委員を募集しています。
○内　容

・事前打ち合わせ 3 回（式典の企画、案内はがき・しおり等の作成）
・事前準備会 2 回（会場設営，リハーサル）
・当日の運営、受付係、司会進行係、意見発表、等
申し込み方法など、詳しくは奄美市のホームページをご覧ください。

【お問い合わせ先】奄美市教育員会事務局生涯学習課
　 52-1111（内線 1726）　 kyoisg@city.amami.lg.jp　担当　別府・栗山
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平成２２年度　生涯学習サポート事業

「ハアサキ成人講座」 ～陶芸を楽しもう～
期日：平成２２年９月１１日（土）　１回目

平成２２年１０月　９日（土）　２回目

平成２２年１１月１３日（土）　３回目

※１回ごとの参加もできます。（原則 3 回）

時　　間：受付１３：００～１３：３０

　　　　  講座１３：３０～１６：００

参加対象：成人　各回３０人程度

活動内容：湯呑（ゆのみ），茶碗，皿などの基本的な

ものからオリジナルな作品まで自由に取り組めます。

講　師：池波  陶柳 先生（野茶坊焼）

経　費：各回２，３００円

準　備：模様付けの道具（へら・葉っぱ・糸等），エ

プロン，ぞうきん

申込方法：９月８日（水）までに，電話で申し込んで

ください。奄美少年自然の家  ５３－１０３２ 

９月は 「船員労働安全衛生月間」 です。

　国土交通省では昭和３２年以来、毎年９月を「船員労働安

全衛生月間」と位置づけ、全国的に船員の災害防止と安全衛

生に対する意識の高揚を図っています。

　本年は、“ 笑顔待つ家族に贈ろう無災害 ” をスローガンに本

月間中、九州運輸局鹿児島運輸支局等が船員の労働安全・衛

生指導等を実施するほか、船員法指定病院の協力を得て船員

の無料健康相談所を開設します。

【無料健康相談所開設病院】

▼政医院

（奄美市名瀬柳町４－４３： 0997-52-0017)
▼嶺山内科

（奄美市名瀬入舟町９－１５： 0997-53-0012)
▼名瀬徳州会病院

（奄美市名瀬朝日町２８－１： 0997-54-2222)

詳しくは、九 州 運 輸 局 鹿 児 島 運 輸 支 局 船 員 担 当（ 電 話

099-222-5660）までお問い合わせください。

「第３５回奄美市民文化祭」

作品の出品及び舞台発表の出演団体募集

多くの方々の参加をお待ちしています。

１．テーマ
『育てよう豊かな心！！広げよう郷土の文化！！』

―２０１０AMAMI“秋”文化の季（とき）―

２．主催　奄美市・奄美市教育委員会・奄美市名瀬文化協会

３．主管　市民文化祭実行委員会

４．開催期間等
①作品展示部門

平成 22 年 11月 20 日（土）～ 11月 28 日（日）

9:00 ～ 19:00( 初日は 10:00 から 最終日は 17:00 まで )

高校・一般の部（俳句・短歌・書道・絵画・版画・デザイン・

写真・彫塑・工芸・生花等）

所定の申込書に参加費を添えてお申し込みください。

申込期限：8 月９日（月）～９月１４日（火）[ 必着 ]

②舞台発表部門

平成 22 年 11月 20 日（土）・21（日）

18：00 ～ 21：00（11/21（日）昼の部は 13:30 ～ 16:00）

対象：一般市民

会場：奄美文化センター（ホール）

所定の申込書に参加費を添えてお申し込みください。

申込期限：8 月９日（月）～９月１４日（火）[ 必着 ]

所要時間：１団体１０分以内（入退場を含む）

③文化祭参加費

一団体（個人を含む）につき 2,000 円

（ただし、高校生以下の作品展示部門は無料）

５．申込先・問い合わせ先
〒 894-8555 奄美市名瀬幸町 19 番 21号

奄美市教育委員会生涯学習課

52-1111( 内線 1725・1726) 　 53-9501

『オータムジャンボ宝くじ』 が発売されます！
【発売期間】　　９月２７日（月）～１０月１９日（火）

【抽選日】　　　１０月２６日（火）

【発売場所】　　全国の宝くじ売場

【当せん金】　　

　１　　　等 １億５千万円（１３本）

　１等前後賞 ５，０００万円（２６本）

　１等組違賞 　　 １０万円（１, ２８７本）

　２　　　等　　１，０００万円（１３０本）

　３　　　等　　　　５０万円（１, ３００本）

　４　　　等　　　　　５万円（２万６千本）

　５　　　等　　　３，０００円（１３０万本）

　６　　　等　　　　 ３００円（１，３００万本）

　秋祭り賞　　　　　　 １万円（３９万本）

 ※宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対

策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われま

す。

災害を受けた方に対する県税の減免などがあります

　風水害・震災・火災等の災害によって住宅などの財産に

損害を受けた場合には、損害の程度に応じて県税（個人事

業税、自動車税、不動産取得税、産業廃棄物税、個人県民税）

の減免を受けたり、納期限を延ばすなどの措置を受けること

ができます。 

※これらの措置を受けるには、一定の要件に当てはまること

と、申請書の提出が必要となります。詳しくは、最寄りの各

地域振興局などへお問い合わせください。

▽問い合わせ先　

　大島支庁県税課　 0997(53)1111
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　　下水道の役割

　下水道は、台所や風呂場・洗濯などの生活

雑排水や工場などの排水を集め、処理場でき

れいな水にし、自然界に戻す重要な役割をもっ

た施設です。

　　公共下水道ができると

◎トイレの水洗化でさわやかに

　すべての家庭で水洗トイレが使えるように

なり、嫌な臭いもなく、気持ちよい暮らしが

できるようになります。

◎まちをきれいに、清潔に

　側溝や水路に汚れた水を流さないので、嫌

な臭いがなくなり、また、蚊やハエの発生を

防ぎ、きれいな住みよいまちになります。

◎川や海を美しく

　汚水は下水処理場できれいな水にして、海

に返すので、川や海の自然が守られます。

　　切替はお済みですか！

　下水道への切替え工事は早めにしましょう。

　台所や風呂場・洗濯・浄化槽などの雑排水

は、下水道が使用できるようになったら遅滞

なく下水道に流すようにしなければなりませ

ん。( 下水道法第十条 ) 　汲み取り便所は、三

年以内に水洗トイレへの改造工事を行うこと

が義務付けられています。( 下水道法第十一

条の三 ) 

　　工事依頼は指定工事店へ

　市では、「奄美市排水設備指定工事店」を定

めていますので、工事依頼、修繕は指定工事

店（９ページに一覧表）へ申し込んでください。

　下水道を正しく使うために次のようなことに

注意しましょう。

一、使い古した食用油は、水に流さないように。

二、水洗トイレには、やわらかい紙以外は流さ

ないように。

三、油類を下水道へ流すと管内にガスが発生

し、爆発の恐れがありますので注意して

ください。

四、有害な成分を含んだ汚水を流す場合は、

除外施設の設置が義務付けられています。

五、マンホールにゴミや土砂を捨てないように。

　排水施設の故障や、配水管のつまりなどで

困った場合は、指定工事店へご相談ください。

　使用者が設置し、維持管理する排水設備も

建物の一部と考え、故障が起こらないよう日

ごろの管理を行いましょう。

　　融資あっせん ・ 利子補給します。

　トイレの水洗化と排水設備工事 ( 下水道へ

の切替え工事 ) にかかる費用は、市が指定し

た金融機関に融資のあっせんをいたします。

　条件等の詳細につきましては、奄美市役所

下水道課までお問い合わせください。

　　受益者負担金制度について

　下水道が整備されることによって利益を受

ける方に建設費の一部を負担していただき、

一日も早く下水道を計画的に整備しようとす

るのが「受益者負担金制度」です。平成 21

年度末までに受益者の皆様からいただいた負

担金の総額は、約 12 億８千２百万円となって

います。受益者の皆様のご理解とご協力をお

願いいたします。

　なお、滞納されている受益者の方々は、早

めに納付されますよう、重ねてお願いいたし

ます。

※一括納付の報奨金制度

　負担金の納入は、五年間の分割納付を原則

としていますが、負担金の全額を初年度第一

期の納期内に納付されますと、13％の一括納

付報奨金が交付されます。

「
下
水
道
の
日
」に
よ
せ
て

　

下
水
道
は
、
住
民
に
健
康
で
快

適
な
生
活
環
境
を
確
保
し
、
河

川
、
海
等
の
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
、
浸
水
の
防
除
と
い
っ
た
大
き

な
役
割
を
果
す
と
と
も
に
、
若
者

の
定
住
促
進
を
は
じ
め
、
地
域
づ

く
り
の
観
点
か
ら
も
、
必
要
不
可

欠
な
基
盤
施
設
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
そ
の
積
極
的
な
整
備
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
名
瀬
総
合
支
所
管

内
に
お
い
て
昭
和
51
年
度
に
公
共

下
水
道
事
業
に
着
手
し
、
昭
和
58

年
度
よ
り
供
用
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
後
、
年
次
的
に
区

域
を
拡
大
し
、
現
在
ま
で
に
約
502

ヘ
ク
タ
ー
ル(

全
体
計
画
586
ヘ
ク

タ
ー
ル)

の
整
備
を
完
了
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
笠
利
総
合
支
所
管
内
に

お
い
て
は
平
成
８
年
度
に
大
笠
利

地
区
の
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
に
着
手
し
、
平
成
13
年
度

よ
り
一
部
供
用
を
開
始
し
て
お
り
、

現
在
ま
で
に
約
39
ヘ
ク
タ
ー
ル(

全

体
計
画
45
ヘ
ク
タ
ー
ル)

の
整
備
を

完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で

の
整
備
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
名
瀬
総

合
支
所
管
内
で
は
小
湊
地
区
、
根

瀬
部
地
区
、
芦
良
地
区
、
知
名
瀬

地
区
、
名
瀬
勝
地
区
、
大
川
地
区

の
整
備
を
完
了
し
、
現
在
は
小
湊

地
区
に
お
い
て
老
朽
化
に
伴
う
更

新
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
住

用
総
合
支
所
管
内
で
は
山
間
地
区

の
整
備
を
完
了
し
、
笠
利
総
合
支

所
管
内
で
は
用
地
区
と
宇
宿
地
区

の
整
備
を
完
了
し
、
現
在
は
屋
仁

地
区
に
お
い
て
整
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
22
年
３
月
末
現
在
に
お
け

る
本
市
（
名
瀬
、
住
用
、
笠
利
総

合
支
所
含
む
）
全
体
の
下
水
道
普

及
率
（
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水

及
び
合
併
処
理
浄
化
槽
を
含
む
）

は
、
88.2
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り

全
国
的
に
も
高
い
水
準
に
達
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
様

や
関
係
業
界
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
毎
年
９
月
10
日
は
、「
下

水
道
の
日
」
と
し
て
、
下
水
道
の

普
及
と
、
そ
の
十
分
な
活
用
に
つ
い

て
、
国
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ

と
を
目
的
に
、
様
々
な
啓
発
行
事

等
が
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
で
50
回
目
を
迎
え
る
「
下

水
道
の
日
」
は
、
推
進
標
語
に　

下
水
道　

水
か
ら
聞
こ
え
る
「
あ

り
が
と
う
」
を
か
か
げ
、
下
水
道

に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
関
心
を

深
め
る
た
め
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
快
適
で
文
化
的
な
街
づ

く
り
を
目
指
し
、
継
続
し
て
下
水

道
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

～
９
月
10
日
（
金
）は
第
50
回
下
水
道
の
日
で
す
～
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「
下
水
道
の
日
」
は
、

１
９
６
１ 

年
（
昭
和
36
年
）、

著
し
く
遅
れ
て
い
る
わ
が
国

の
下
水
道
の
全
国
的
な
普
及

（
当
時
の
普
及
率
：
6
％
）
を

図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
と

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
10 

日
と
定

め
ら
れ
た
の
は
、
下
水
道
の

大
き
な
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
雨
水
の
排
除
」
を
念
頭

に
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る

２
百
10
日
を
過
ぎ
た
２
百
20

日
（
立
春
か
ら
数
え
て
）
が

適
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
約
40
年
後
、
日

本
に
お
け
る
近
代
下
水
道
の

基
で
あ
る
旧
下
水
道
法
が
制

定
さ
れ
た
１
９
０
０ 

年
か
ら

100
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
行

事
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

２
０
０
１
年
が
21 

世
紀
の
ス

タ
ー
ト
の
年
に
あ
た
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
近
年
の
下
水
道

に
対
す
る
認
識
の
高
ま
り
も

あ
り
、
よ
り
親
し
み
の
あ
る

名
称
と
し
て
「
下
水
道
の
日
」

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

（法定検査について）
　浄化槽法では、適正な使用、保
守点検、清掃が行われているか、
また、きれいな水が放流されてい
るかを確認する法定検査が義務づ
けられています。
　検査は、知事が指定した検査機
関である（財）鹿児島県環境検査
センターの検査員が事前にハガキ
で通知した検査日にお伺いし、現
場での検査と浄化槽の放流水を持
ち帰って水質検査を行います。（契
約している保守点検業者が行う保
守点検とは別のものです。）
　これまで１１人槽以上と官公署
の浄化槽が検査対象となっていま
した。平成１７年度から５～１０人
槽の家庭用浄化槽も検査の対象と
し、今年度においても，昨年度に
設置した浄化槽とこれまで法定検
査を受けていない浄化槽について
順次検査を行うこととしています。
　つきましては、検査の趣旨をご

理解の上、受検していただきます
ようお願いします。
保守点検・・機器の点検・調整・
害虫の駆除や消毒薬の補充などを
行います。

法定検査・・設置工事や保守点
検を含めた維持管理が適正に行わ
れ、浄化槽が正常に機能している
かを検査しています。

検査料金
[ 定期検査（５～ 10 人槽）]
単独処理浄化槽…４千円
合併処理浄化槽…６千円

・（財）鹿児島県環境検査センター
　 　099-223-3185
・県保健福祉環境部衛生・環境課
　 　0997-52-5411
・鹿児島県生活排水対策室
　 　099-286-3685
・奄美市下水道課
　 　0997-52-1401

浄 化 槽 の 法 定 検 査 受 検 の お 願 い
～ よ り よ い 水 環 境 を 守 る た め に ～

奄美市排水設備指定工事店
平成22年7月29日現在

指定
番号

工　事　店　名 所在地（「奄美市」は省略） 電 話 番 号

1 （有）アイ・シン建設 名瀬平松町２８１番地 ５３－５８９７

2 （株）アタリ開発 名瀬小俣町２５番１－１１号 ５２－２３６２

3 奄美土木（株） 名瀬仲勝町９番地１０ ５２－３３５１

4 奄美冷熱（株） 名瀬鳩浜町３２番地 ５３－３６３３

5 （有）有村設備 名瀬和光町２５番地８ ５３－９００６

6 （株）エアテック 名瀬大熊1384番１ ５２－７６１１

7 （有）エイシン設備 名瀬石橋町11番15-205号 ５４－３５２０

8 （有）大野設備 名瀬真名津町１番２９号 ５３－６０５８

9 （有）大山設備工業 名瀬有屋町３２番地１ ５３－２５９４

11 共栄開発工業（株） 名瀬鳩浜町８４番地２ ５３－０２３５

12 隈元冷熱工業（株） 名瀬柳町９番４５号 ５２－２３８４

13 里設備工業 笠利町大字喜瀬８３番地２ ６３－１７１７

14 （株）三和機工 名瀬真名津町１３番７号 ５２－５５９６

15 （有）三和ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ 名瀬大字大熊７６６番地３ ５２－５０４３

18 （有）平管工業 名瀬小浜町２８番２号 ５３－５０１６

19 瀧水道設備工業 名瀬大字大熊６５３番地５ ５２－６１９２

20 （株）田中組 笠利町大字中金久33番地2 ６３－０１６２

21 （有）田畑工業 名瀬平田町３０番地 ５２－５６４６

22 大栄興建 笠利町大字平1161番地2 ６３－１２５６

23 （有）大榮設備工業 名瀬朝仁新町２６番８号 ５２－４９３４

25 長野設備 名瀬朝日町２７番地４ ５３－９８５８

26 （有）南都開発 名瀬浦上７４２番地１２ ５２－６５５４

27 仁晃開発（株） 名瀬有屋町２０番地１ ５３－８１３４

29 （有）浜田建設 笠利町大字節田1442-1 ６３－２１７８

31 深田建設（株） 笠利町大字須野506番地2 ６３－８２７５

33 メイスイ設備 龍郷町中勝１３３９－３ ５２－７６２３

34 森建設工業 笠利町大字須野1245番地14 ６３－８９２８

36 （株）安田組 名瀬小浜町８番１１号 ５２－６７２６

37 （株）山下建設 笠利町大字万屋2276番地1 ６３－０５０４

38 山下設備 笠利町大字外金久７０番地 ６３－０３８６

39 （有）豊工務店 笠利町大字辺留１７６番地 ６３－８７２９

40 （有）西建 笠利町大字須野３４番地 ６３－８８７３

41 （株）杜設備工業 名瀬平田町３番１３号 ５４－４３６０

43 泉設備 名瀬長浜町１８番１５号 ５３－８３１３

44 （株）伊勢産業土木 名瀬長浜町１３番１３号 １Ｆ ５７－７５０７

45 永設備工業 名瀬大字朝仁５４７番地８ ５３－８９６９

46 かのう設備 名瀬浜里町15番地1（3-304号） ５３－５５１６

47 平田設備 名瀬浜里町17番地3（2-502号） ５４－１７９５

48 （株）西組 笠利町大字須野１２番地 ６３－９２１１

49 （有）大京機動 住用町山間418番地2 ６９－２９６６

50 （有）土浜産業 笠利町大字平1146番地3 ６３－１２５３

51 （有）上村建設 名瀬朝仁新町36番地3号 ５４－１１１８

奄美市排水設備指定工事店
平成22年7月29日現在

指定
番号

工　事　店　名 所在地（「奄美市」は省略） 電 話 番 号

1 （有）アイ・シン建設 名瀬平松町２８１番地 ５３－５８９７

2 （株）アタリ開発 名瀬小俣町２５番１－１１号 ５２－２３６２

3 奄美土木（株） 名瀬仲勝町９番地１０ ５２－３３５１

4 奄美冷熱（株） 名瀬鳩浜町３２番地 ５３－３６３３

5 （有）有村設備 名瀬和光町２５番地８ ５３－９００６

6 （株）エアテック 名瀬大熊1384番１ ５２－７６１１

7 （有）エイシン設備 名瀬石橋町11番15-205号 ５４－３５２０

8 （有）大野設備 名瀬真名津町１番２９号 ５３－６０５８

9 （有）大山設備工業 名瀬有屋町３２番地１ ５３－２５９４

11 共栄開発工業（株） 名瀬鳩浜町８４番地２ ５３－０２３５

12 隈元冷熱工業（株） 名瀬柳町９番４５号 ５２－２３８４

13 里設備工業 笠利町大字喜瀬８３番地２ ６３－１７１７

14 （株）三和機工 名瀬真名津町１３番７号 ５２－５５９６

15 （有）三和ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ 名瀬大字大熊７６６番地３ ５２－５０４３

18 （有）平管工業 名瀬小浜町２８番２号 ５３－５０１６

19 瀧水道設備工業 名瀬大字大熊６５３番地５ ５２－６１９２

20 （株）田中組 笠利町大字中金久33番地2 ６３－０１６２

21 （有）田畑工業 名瀬平田町３０番地 ５２－５６４６

22 大栄興建 笠利町大字平1161番地2 ６３－１２５６

23 （有）大榮設備工業 名瀬朝仁新町２６番８号 ５２－４９３４

25 長野設備 名瀬朝日町２７番地４ ５３－９８５８

26 （有）南都開発 名瀬浦上７４２番地１２ ５２－６５５４

27 仁晃開発（株） 名瀬有屋町２０番地１ ５３－８１３４

29 （有）浜田建設 笠利町大字節田1442-1 ６３－２１７８

31 深田建設（株） 笠利町大字須野506番地2 ６３－８２７５

33 メイスイ設備 龍郷町中勝１３３９－３ ５２－７６２３

34 森建設工業 笠利町大字須野1245番地14 ６３－８９２８

36 （株）安田組 名瀬小浜町８番１１号 ５２－６７２６

37 （株）山下建設 笠利町大字万屋2276番地1 ６３－０５０４

38 山下設備 笠利町大字外金久７０番地 ６３－０３８６

39 （有）豊工務店 笠利町大字辺留１７６番地 ６３－８７２９

40 （有）西建 笠利町大字須野３４番地 ６３－８８７３

41 （株）杜設備工業 名瀬平田町３番１３号 ５４－４３６０

43 泉設備 名瀬長浜町１８番１５号 ５３－８３１３

44 （株）伊勢産業土木 名瀬長浜町１３番１３号 １Ｆ ５７－７５０７

45 永設備工業 名瀬大字朝仁５４７番地８ ５３－８９６９

46 かのう設備 名瀬浜里町15番地1（3-304号） ５３－５５１６

47 平田設備 名瀬浜里町17番地3（2-502号） ５４－１７９５

48 （株）西組 笠利町大字須野１２番地 ６３－９２１１

49 （有）大京機動 住用町山間418番地2 ６９－２９６６

50 （有）土浜産業 笠利町大字平1146番地3 ６３－１２５３

51 （有）上村建設 名瀬朝仁新町36番地3号 ５４－１１１８

奄美市排水設備指定工事店
平成22年7月29日現在

指定
番号

工　事　店　名 所在地（「奄美市」は省略） 電 話 番 号

1 （有）アイ・シン建設 名瀬平松町２８１番地 ５３－５８９７

2 （株）アタリ開発 名瀬小俣町２５番１－１１号 ５２－２３６２

3 奄美土木（株） 名瀬仲勝町９番地１０ ５２－３３５１

4 奄美冷熱（株） 名瀬鳩浜町３２番地 ５３－３６３３

5 （有）有村設備 名瀬和光町２５番地８ ５３－９００６

6 （株）エアテック 名瀬大熊1384番１ ５２－７６１１

7 （有）エイシン設備 名瀬石橋町11番15-205号 ５４－３５２０

8 （有）大野設備 名瀬真名津町１番２９号 ５３－６０５８

9 （有）大山設備工業 名瀬有屋町３２番地１ ５３－２５９４

11 共栄開発工業（株） 名瀬鳩浜町８４番地２ ５３－０２３５

12 隈元冷熱工業（株） 名瀬柳町９番４５号 ５２－２３８４

13 里設備工業 笠利町大字喜瀬８３番地２ ６３－１７１７

14 （株）三和機工 名瀬真名津町１３番７号 ５２－５５９６

15 （有）三和ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ 名瀬大字大熊７６６番地３ ５２－５０４３

18 （有）平管工業 名瀬小浜町２８番２号 ５３－５０１６

19 瀧水道設備工業 名瀬大字大熊６５３番地５ ５２－６１９２

20 （株）田中組 笠利町大字中金久33番地2 ６３－０１６２

21 （有）田畑工業 名瀬平田町３０番地 ５２－５６４６

22 大栄興建 笠利町大字平1161番地2 ６３－１２５６

23 （有）大榮設備工業 名瀬朝仁新町２６番８号 ５２－４９３４

25 長野設備 名瀬朝日町２７番地４ ５３－９８５８

26 （有）南都開発 名瀬浦上７４２番地１２ ５２－６５５４

27 仁晃開発（株） 名瀬有屋町２０番地１ ５３－８１３４

29 （有）浜田建設 笠利町大字節田1442-1 ６３－２１７８

31 深田建設（株） 笠利町大字須野506番地2 ６３－８２７５

33 メイスイ設備 龍郷町中勝１３３９－３ ５２－７６２３

34 森建設工業 笠利町大字須野1245番地14 ６３－８９２８

36 （株）安田組 名瀬小浜町８番１１号 ５２－６７２６

37 （株）山下建設 笠利町大字万屋2276番地1 ６３－０５０４

38 山下設備 笠利町大字外金久７０番地 ６３－０３８６

39 （有）豊工務店 笠利町大字辺留１７６番地 ６３－８７２９

40 （有）西建 笠利町大字須野３４番地 ６３－８８７３

41 （株）杜設備工業 名瀬平田町３番１３号 ５４－４３６０

43 泉設備 名瀬長浜町１８番１５号 ５３－８３１３

44 （株）伊勢産業土木 名瀬長浜町１３番１３号 １Ｆ ５７－７５０７

45 永設備工業 名瀬大字朝仁５４７番地８ ５３－８９６９

46 かのう設備 名瀬浜里町15番地1（3-304号） ５３－５５１６

47 平田設備 名瀬浜里町17番地3（2-502号） ５４－１７９５

48 （株）西組 笠利町大字須野１２番地 ６３－９２１１

49 （有）大京機動 住用町山間418番地2 ６９－２９６６

50 （有）土浜産業 笠利町大字平1146番地3 ６３－１２５３

51 （有）上村建設 名瀬朝仁新町36番地3号 ５４－１１１８

奄美市排水設 備指定工事店 平成２２年７月２９日現在

【下水道に関するお問い合わせ先】
●奄美市役 所名瀬総 合支所下水道課

　 52-1111（内線1770  ～  1776）
●笠利総 合支所水環境課

　 ５５- ２１５５

【下水道の日の清掃の様子】
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【お問い合せ・予約先】　市民協働推進課市民生活係

　　　電話：５２-１１１１  （内線 1715・1716）

９～１０月相談日のお知らせ（派遣相談）
・９/９ 　（木）大窪和久　　弁護士（午後1時～4時半）
・９/１６ 　（木）藤尾直人　　弁護士（午前9時半～11時半）
・９/３０ 　（木）保澤亨平　　弁護士（午前11時～12時，午後1時～3時半）
・１０/１４ （木）寺田有美子　弁護士（午後1時～4時半）
・１０/２１ （木）大倉克大　　弁護士（午後１時～３時）
・１０/２８ （木）森雅美　　　弁護士（午前11時～12時，午後1時～3時半）

一般図書

＊『遺書配達人』 / 森村 誠一

＊『おたふく』/ 山本 一力

＊『キング＆クイーン』/ 柳 広司

＊『ペンギン・ハイウェイ』/ 森見 登美彦

＊『雨心中』/ 唯川 恵

＊『さびしい女神　僕僕先生』/ 仁木 英之

＊『南から見る日本民俗文化論』/ 下野 

敏見　　　　　　　　　・・・ほか

児童図書

＊『きこえるきこえる えのおと えのこえ』

/ 長谷川 摂子

＊『どうしちゃったの？ ねずみくん』/ な

かえ よしを

＊『こわーいおつかい』/ 内田 麟太郎

＊『おでんざむらい ひやしおでんのまき』

/ 内田 麟太郎

＊『アーモンド入りチョコレートのワルツ』

/ 森 絵都　　　　　　　・・・ほか
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環境対策課環境保全係　  52―１１１１（内線１２４３）

【ポスターの部】
特選　山田 紗瑛 さん

名瀬小学校４年

◎譲ります
登録
番号

品 名 ( ) 内 は 数 量 規 格 希望価格

38 ヤマハグラビノーバ（1） ＣＬＰ－230 80,000円

39 IH炊飯器（1） ５合 3,000円

40
カワサキＺ750
スペクター（1）

Ｓ57型、車検１年 応談

41 ベビーべッド（1） 3,000円

42 電話加入権（1） 応談

43 ＣＤＭＤコンポ（1） パイオニア 6,500円

44 会議用テーブル（３） 応談

45 50ＣＣオートバイ（１） 自賠責Ｈ24年8月 33,000円

46
マジックブレット
デラックス（1）

ミキサー 応談

◎求めます
・2～3人乗自転車（幼児同乗用）、電子ピアノ…なるべく安
価で。価格は応談。

＜リサイクル情報＞

　　５２－１１１１ （内線１７１５・１７１６）
平成22年8月10日現在

お問い合わせ先：市民協働推進課市民生活係

マングースの捕獲作業と生息確認作業について

　現在、奄美大島では特定外来生物であるマングー

スを捕獲するために、筒型とカゴ型の 2 種類のわな（筒

わな、カゴわな）を設置しています。カゴわなは、主

に本島中南部の希少野生生物の生息が確認されてい

るエリアで使用しております。

　奄美市にお住まいの皆さんも、林道や山中で見か

ける場合があるかと思います。これらのわなは、誤っ

て触れてしまうと誤作動を起こすことがあり、場合に

よってはケガをすることもありますのでお手を触れぬ

ようお願い致します。

　また、捕獲とは別に現在マングース生息の有無を

確認するため、自動撮影カメラやマングースの毛を採

取するためのわな（ヘアトラップ）の設置を進めてお

ります。

※集落近くや、林道上での作業に、ご迷惑になるかと

存じますがご理解・ご協力のほど宜しくお願い致しま

す。

マングースの目撃情報や活動に関する

お問い合わせは下記の連絡先にお願

いいたします。

 ●財団法人自然環境研究センター

　奄美市名瀬浦上 10 － 4

　 0997-58-4013
●環境省奄美野生生物保護センター

　大和村思勝 551

　 0997-55-8620

【 筒 わ な 】 【 カ ゴ わ な 】

【 ヘ ア ト ラ ッ プ 】
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市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
（便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
）

国
民
健
康
保
険
税 

第
３
期
の
納
期
限
は
９
月
30
日
で
す
。

『伊津部分館　公民館 de MOVIE！』
９月２５日（土）　午後７時～　　「おくりびと」

場　所：奄美市名瀬公民館伊津部分館集会室

対象者：高校生以上，一般成人

入場料：無　料

定　員：５０名

【お問い合わせ先】

奄美市名瀬公民館伊津部分館　  ５２－９７４７
※使用するビデオ・DVD は奄美群島視聴覚ライブラ

リーより借用するものです。

自
動
車
税
納
税
お
知
ら
せ
セ
ン

タ
ー
の
開
設

　

県
で
は
、
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
、

「
自
動
車
税
納
税
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
今
年
度
の
自
動
車
税
に
つ

い
て
、
納
め
忘
れ
て
い
る
方
や
口
座
振

替
で
引
き
落
と
し
で
き
な
か
っ
た
方
な

ど
、
納
期
限
を
一
定
期
間
過
ぎ
て
も
自

動
車
税
の
納
付
が
確
認
で
き
な
い
方
を

対
象
に
、
納
税
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、｢

自
動
車
税
納
税
お
知
ら
せ

セ
ン
タ
ー｣

は
、
自
動
車
税
の
納
付
に

つ
い
て
案
内
を
行
う
も
の
で
す
。
納
付

す
べ
き
自
動
車
税
を
特
定
の
口
座
へ
振

り
込
む
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　

０
９
９―
２
８
６―

２
１
９
６

た
ば
こ
税
の
税
率
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す

　

平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
た
ば
こ
税

が
１
本
当
た
り
3.5
円
〔
国
税(

た
ば
こ

税)

1.75
円
、
地
方
税(

道
府
県
た
ば
こ

税)

0.43
円
、
地
方
税(

市
町
村
た
ば
こ

税)

1.32
円
〕
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
ば
こ
税
は
、
国
税
（
た
ば
こ
税
及

び
た
ば
こ
特
別
税
）
と
地
方
税
（
道
府

県
た
ば
こ
税
及
び
市
町
村
た
ば
こ
税
）

か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
国
税
に
つ
い

て
は
た
ば
こ
の
製
造
場
か
ら
製
造
た
ば

こ
が
出
荷
さ
れ
た
場
合
に
、
ま
た
、
地

方
税
に
つ
い
て
は
卸
売
販
売
業
者
等
が

小
売
販
売
業
者
に
製
造
た
ば
こ
を
売
り

渡
し
た
場
合
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

た
ば
こ
税
は
、
た
ば
こ
が
買
わ
れ
た

所
の
県
や
市
町
村
の
収
入
と
な
っ
て
、

み
な
さ
ま
の
く
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
の
で
、
た
ば
こ
の
地
元
購
入
に
つ
い

て
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
小
売
販
売

業
者
等
に
対
す
る
た
ば
こ
の
手
持
品
課

税
を
行
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

最
寄
り
の
税
務
署

　森林を守り育てるために～森林環境税 ～
　森林環境税は、森林を保全し、県民みんなで森林を守り育てる

意識を高めるための税です。個人県民税均等割および法人県民税
均等割が課税されている方について、下記のとおり県民税均等割
額に加えて納めていただきます。
　皆さまのご協力をよろしくお願いします。
　○個人　500 円 / 年　　○法人　均等割額の５％

県庁税務課　 099(286)2199　  099(286)5514

奄美市立幼稚園 平成２３年度園児募集 （名瀬地区）

　奄美市教育委員会では，平成２３年度の市立幼稚園の園児を募
集します。
１　募集受付期間　平成２２年１０月１日 ( 金 ) ～１０月１５日 ( 金 )
　　　　　　　　　午後３時～午後５時まで
２　募集受付場所　下記の各幼稚園にて申込受付いたします。
３　持参するもの　 印鑑
４　園児資格　奄美市内在住の４歳児・５歳児（※）
５　募集予定定数（※）

幼稚園名 住所 電話 定数
募集予定

定員

名瀬幼稚園 名瀬幸町 25-6 52-0679 140 44
朝日小 学 校
附属幼稚園

名瀬朝日町 31-5 53-2370 70 44
小 宿 小 学 校
附属幼稚園

名瀬平松町 397 54-0009 70 50

６　入園料　６, ０００円 / 一人
７　保育料　月額６, １００円 / 一人
８　スクールバス　名瀬幼稚園のみスクールバスを運行しており
ます。（月額１, ５００円 / 一人）（※）
（※）各項目の詳細につきましては、それぞれの幼稚園までお問い
合わせください。
笠利地区の幼稚園は，広報紙１１月号に掲載予定です。

【お問い合わせ先】
奄美市教育委員会学校教育課  52-1111（内線 1729）
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～健康増進課からのお知らせ～

　

今
回
は
、「
健
康
あ
ま
み
21
」
の
シ
リ
ー
ズ
第

４
弾
『
た
ば
こ
』
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
た
ば
こ
が
体
に
よ
く
な
い
こ
と
は
誰

も
が
知
っ
て
い
る
こ
と
な
の
に
、
な
ぜ
今
で
も
多

く
の
人
が
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
の
か
…
み
な
さ

ん
、
不
思
議
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
原
因
は
、
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
『
ニ
コ
チ

ン
』
に
あ
り
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
は
、
そ
の
物
質
自

体
に
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
依
存
性
が
あ
る

と
言
わ
れ
、
た
ば
こ
を
や
め
た
く
て
も
つ
い
吸
っ

て
し
ま
う
、
た
ば
こ
を
吸
え
な
い
と
強
い
喫
煙
欲

求
を
生
じ
る
な
ど
の
依
存
が
み
ら
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
た
ば
こ
を
吸
う
ほ
と
ん
ど
の
人
が
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
と
い
う
疾
患(

病
気)

だ
と
考
え
れ
ば
よ

い
わ
け
で
す
。

　

平
成
18
年
か
ら
保
険
適
用
に
よ
る
禁
煙
治
療

も
始
ま
り
、
病
院
で
禁
煙
を
支
援
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
薬
局
で
も
、
処
方
せ
ん
無
し
で
ニ

コ
チ
ン
パ
ッ
チ
を
購
入
で
き
ま
す
し
、
市
で
も
禁

煙
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
は

吸
わ
な
い
の
が
一
番
！　

中
毒
に

な
る
な
ら
始
め
な
け
れ
ば
よ
い
！

　

や
め
ら
れ
な
い
人
は
マ
ナ
ー
を

守
る
！
こ
の
こ
と
を
柱
に
し
て
、

市
で
は
3
つ
の
目
標
を
掲
げ
ま
し

た
。（
左
の
３
点
）

～
子
ど
も
の
目
の
前
で
、

た
ば
こ
を
手
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
～

～
自
分
だ
け
な
ら
…
と
い
う
勝
手
な
思
い
で
、

　

車
窓
か
ら
灰
を
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
？
～

　

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
、
市
民
み

ん
な
を
健
康
に
導
く
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
か
ら
、
た
ば
こ
の
料
金
も
値
上
が
り
す

る
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
機
会
に
、
家
族
や
友
人
と

『
た
ば
こ
』
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今月の保健師さん

郷田早苗 さん

健
康
あ
ま
み
2 1

「
た
ば
こ
」

①未成年者はたばこを吸わないようにしよう

　成長過程にある子どもにとって喫煙が身体に

及ぼす害は大きく、若いほど発がん物質の影響

を受けやすいとも言われています。また、母親

の喫煙が子どもの喫煙に大きく影響することも

わかっています。

●アンケート

　「高校 2 年生のうち喫煙経験のある割合」

　男子　22.4％　　女子　7.9％
　という数字でした！

家庭や学校、地域ぐるみでたばこを吸わせない

環境を整えていくことが大切です。

②たばこの害について正しい知識を持ち、

吸わないようにしよう

　たばこの煙には、ニコチン・タール・一酸化

炭素など数十種類の発ガン性物質や、細胞のが

ん化を促進する物質が含まれているため、肺が

んをはじめとするたくさんのがんや多くの疾患

に影響を及ぼします。特に

妊婦は、流早産や低出生体

重児出産の可能性が高くな

り、また乳幼児突然死症候

群（SIDS）とも関係する

ことから、お母さんはもち

ろん、まわりの人もたばこ

を吸わないように心がけま

しょう。

●咽頭がんの危険性

　たばこを吸う人は吸わない人の32.5 倍に !!
●アンケート　　たばこを吸う妊婦の割合

　	 	 	 　8.2％もいます！

③マナーを守り、吸わない人にも配慮を持ち、

効果的な分煙をしよう

　たばこの有害物質は、喫煙者本人が吸い込む

煙より、周囲に流れる煙の中に多く含まれてお

り、肺がん・心臓病・呼吸器疾患などの危険因

子となり、まわりの人の健康にも大きな影響を

与えます。

 たばこを吸わない人への配慮をしながら、効

果的な分煙に取り組みましょう。

●親の喫煙で乳幼児突然死症候群（SIDS）を

発症する危険度　約4.7 倍に！
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～健康増進課からのお知らせ～

通常の検診日程については、住用・笠利地区は各総合支所のページ、名瀬地区は 18 ページをご覧ください。

９月２４日～３０日は結核予防週
間となっています。
　結核は、結核菌を吸い込むことで人から人へう

つる感染症です。初期の症状はかぜに似ています。

① 2 週間以上咳や痰が続く②微熱続く③体がだる

くなる④体重が減る⑤胸の痛みや血痰などの症状

がある場合は早めに医師の診断を受けましょう。

　奄美市では 65 歳以上の方を対象に 10・11 月に

結核検診を予定しています。

熱中症を防ごう。
　熱中症は、高温・高熱にさらされた

り、激しい運動を行った時など体の中

と外の《暑さ》によって引き起こされ

る様々な体の不調です。脈が速くなる、

手足のけいれん、めまいなどではじま

り、重症例では意識障害やショックな

どがみられ死にいたることもあります。

予防対策
・バランスのとれた食事、十分な睡眠、アルコールの飲みす

ぎを避け体調を整える。

・日頃からこまめに水分を補給し、また多量に発汗する時は、

スポーツドリンクや多少塩分の含まれた水の補給に努める。

・帽子、日傘で頭部を保護し、通気性のよい服装にする。

・暑い中での無理な運動は避ける。

救急の日（９月９日）講演会のお知らせ

（９月５日～９月１１日は救急医療週間）
『平成２２年度救急医療講習会』

日時：平成２２年９月９日（木）

開場：午後１時　開演：午後１時３０分

場所：奄美市名瀬総合体育館（三儀山運動公園内）

内容：講演＆寸劇による「全員参加型」の AED 講習会

講　師：県立大島病院　麻酔科部長

　　　    服部　淳一　先生（ICLS 大島代表）

協　力：奄美市　大島地区消防組合　県立大島病院

主　催：大島郡医師会

※実際に訓練に参加されたい方は医師会事務局までお問

い合わせください。

大島郡医師会本部事務局　 52-0598

　奄美市内の献血日程
●8月31日（火）

　9:00 ～ 11:00　住用総合支所
●9月	1日（水）

　8:30 ～ 12:00　鹿児島県大島支庁
　13:30 ～ 16:30　鹿児島県立大島病院
●9月	3日（金）【献血の日】

　8:30 ～ 12:00　奄美市役所前駐車場
　13:30 ～ 17:00　奄美市役所前駐車場
●9月	4日（土）

　8:30 ～ 12:00　奄美文化センター（建設業協会）
　13:00 ～ 16:30　奄美文化センター（建設業協会）
●9月	6日（月）

　9:00 ～ 12:00　笠利総合支所裏駐車場
　13:00 ～ 16:30　笠利総合支所裏駐車場
●9月	7日（火）

　13:30 ～ 17:00　奄美看護福祉専門学校
●9月	8日（水）

　13:00 ～ 16:30　奄美警察署

平成２２年度　にこにこ　ウォーキング教室のご案内

体力が無くなってきた･･･　最近おなかも出てきたし･･･

そんな人も多いはず。 　そこで !!　 誰でも、 どこでもできる

ウォーキングを始めてみませんか？

対　象：奄美市民 ( 成人 ) で、

　　　   今年度特定健診を受診された方

参加料：無料 ( 歩数計貸出 )

期　間：10 月～ H23.3 月まで（6 か月間）

ウォーキング教室の内容
①最初に、ウォーキング方法・ストレッチなどについて学び、

生活の中にウォーキングを取り入れて記録をする。

※ 10 月のはじめに、説明会・講習会を開きます。申し込

む人は必ず、参加してくださいね。( 後日、案内します )

②希望者には、月に1回の健康相談を実施。( 体脂肪測定など )

③習慣化して、総合的に効果があった人には、ごほうびがあ

ります。（昨年は、タラソ奄美の竜宮回数券を贈呈！）

申し込みはお電話で　申込期間：9 月 1 日（水）～ 9 月 17 日（金 )
奄美市健康増進課　 52-1111( 内線 1144・1145)
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住用地区　７月末人口　1,620 人　838 世帯（住民登録月報より）
住用総合支所からのお知らせ

　

平
成
22
年
６
月
６
日
（
日
）
に
、

第
39
回
関
西
住
用
会
の
総
会
が
、
尼

崎
市
（
ふ
る
さ
と
交
流
会
館
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
敬
老
会
も
同

時
に
開
催
さ
れ
、
ギ
タ
ー
演
奏
や
、

島
育
ち
の
曲
に
合
わ
せ
た
踊
り
等
、

終
始
な
ご
や
か
な
ム
ー
ド
で
住
用

会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

第 39回関西住用会総会
　　尼崎市で開催

　

渡
辺　

ヤ
ス
ヱ
さ
ん

（
奄
美
市
住
用
町
西
仲
間
）

が
、
８
月
３
日
（
火
）
に

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
子
ど
も
さ
ん
・
お
孫

さ
ん
等
多
く
の
方
々
が
集

ま
り
、
入
所
先
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
住
用
の

園
で
贈
呈
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

奄
美
市
か
ら
高
野
住
用

町
地
域
自
治
区
事
務
所
長

や
関
係
職
員
が
出
席
し
、

敬
老
祝
金
並
び
に
賞
状
の

贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
　　　　　    

満１００歳
  おめでとう

【渡辺　ヤスヱさん
（明治 43年８月３日生）】

　

今
年
で
13
回
目
と
な
る
長

野
県
小
川
村
と
の
交
流
事
業

が
、
７
月
27
日
～
７
月
30
日

に
小
川
小
学
校
の
児
童
21
名

と
引
率
者
５
名
を
お
迎
え
し
、

奄
美
市
を
中
心
に
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

小
川
村
の
児
童
は
、
住
用

町
児
童
と
の
交
流
会
や
、
カ

ヌ
ー
に
乗
っ
て
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
探
索
、
海
水
浴
な
ど

の
自
然
体
験
を
通
じ
、
住
用

町
の
子
供
た
ち
と
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

市小中学校恒例の遠泳大会

　市小中学校ＰＴＡは、７月 25 日（日）に毎年恒例行事

となっている「遠泳大会」を金久田海岸で行いました。

この日のために児童生徒は、放課後の時間を使いプールで

遠泳の練習に取り組み、保護者の伴泳が遅れるほど泳力も

向上していました。

　また、指導者は水難事故が多く発生しているため「命を

守る」ことにも関連して遠泳指導を行いました。

　

去
る
７
月
28
日
（
水
）
に
、

奄
美
体
験
交
流
館
で
鹿
児
島

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

相
撲
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

団
体
戦
、
個
人
戦
に
県
内

か
ら
多
数
の
中
学
生
が
出
場

し
、
九
州
大
会
や
全
国
大
会

へ
の
キ
ッ
プ
を
か
け
白
熱
し

た
取
り
組
み
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

～
鹿
児
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

相
撲
競
技
の
開
催
～

小

川

村

と

の

交

流



奄美市だより　平成 22 年９月号1�

          移動図書館「ひるぎ号」のお知らせ
　住用町の小中学校・保育所等を巡回しています移
動図書館「ひるぎ号」の 9 月日程は次のとおりです。
是非、ご利用ください。

住用地区 9月行事予定

※ごみ出しは８時３０分までに収集場所へ

日 行事名 場所

9/1（水） 定例嘱託員会 住用総合支所　２階会議室

9/1（水） 燃やせないごみ 住用町内全域

9/3（金） 燃やせるごみ 住用町内全域

9/4（土） 合唱教室 住用公民館　２階　ホール

9/4（土） パッチワーク教室 住用公民館　会議室

9/4（土） 囲碁教室 住用公民館　和室

9/4（土） パソコン教室（中級） 住用公民館　パソコン室

9/6（月） し尿汲取り 市・戸玉・山間

9/6（月） ミニ人間ドック健診 奄美体験交流館

9/7（火） 燃やせるごみ 住用町内全域

9/7（火） し尿汲取り 役勝・西仲間・石原

9/8（水）
古紙類分別収集（新聞紙・雑誌類・
ダンボール・紙パック類）

住用町内全域

9/8（水） 舞踊教室 住用公民館　和室

9/9（木） し尿汲取り 見里・東仲間・川内

9/9（木） 新民謡教室 住用公民館　２階　ホール

9/10（金） 燃やせるごみ 住用町内全域

9/10（金） し尿汲取り 摺勝・城・和瀬

9/11（土） パソコン教室（初級） 住用公民館　パソコン室

9/11（土） 島唄教室 住用公民館　会議室

9/12（日） 茶道教室 住用公民館　和室

9/14（火） 燃やせるごみ 住用町内全域

9/15（水） 燃やせないごみ 住用町内全域

9/17（金） 燃やせるごみ 住用町内全域

9/18（土）
資源ごみ分別収集（ペットボトル・ビ
ン類）

住用町内全域

9/18（土） 合唱教室 住用公民館　２階　ホール

9/18（土） パッチワーク教室 住用公民館　会議室

9/18（土） 囲碁教室 住用公民館　和室

9/19（日） パソコン教室（中級） 住用公民館　パソコン室

9/21（火） 燃やせるごみ 住用町内全域

9/21（火） フラダンス教室 住用公民館　２階　ホール

9/22（水）
古紙類分別収集（新聞紙・雑誌類・
ダンボール・紙パック類）

住用町内全域

9/22（水） 舞踊教室 住用公民館　和室

9/23（木） 新民謡教室 住用公民館　２階　ホール

9/24（金） 燃やせるごみ 住用町内全域

9/24（金） フラダンス教室 住用公民館　２階　ホール

9/25（土） パソコン教室（初級） 住用公民館　パソコン室

9/25（土） 島唄教室 住用公民館　会議室

9/25（土） 茶道教室 住用公民館　和室

9/28（火） 燃やせるごみ 住用町内全域

9/29（水） 燃やせないごみ 住用町内全域

9/30（木） 住用地区老人スポーツ大会 奄美体験交流館

     ９月の集合徴収日程（お知らせとお願い）
　９月は、平成 22 年度課税分国民健康保険税・後期
高齢者医療保険料及び介護保険料の ( 第３期）の納期
となっていますので、納期内納付にご協力をよろし
くお願いいたします。
　また、過年度滞納分の市税等（市県民税・固定資
産税・軽自動車税・国民健康保険税・後期高齢者医
療保険料・介護保険料並びに住宅使用料・水道使用
料など）についても納めることができますので、よ
ろしくお願いいたします。

             住用の観光名所にゴミ！！

　最近、住用の名所にゴミをポイ捨てする人がいて、地域
では大変困っています。写真は、住用町東仲間集落にある

「モダマ」群生林の看板近くに捨てられたゴミです。
　「モダマ」は、地域ブランドにも認定されており、奄美
市の指定文化財にも登録されています。
　このような行為をみかけたら注意を促すか、住用総合支
所までご連絡ください。みんなで地域資源を守っていきま
しょう。　住用総合支所　℡ 69-2111（内 2203、2313）

寄
付

　

次
の
方
々
か
ら
奄
美
市
社

会
福
祉
協
議
会
住
用
支
所
へ

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、

芳
名
を
記
載
し
誠
意
を
表
し

ま
す
。

香
典
返
し

○
麻
岡　

英
典　

様
（
川
内
）    

　

亡
母　

麻
岡　

ナ
ツ
エ　

様

○
脇　
　

サ
エ
子　

様
（
城
）

　

 

亡
夫　

脇　
　

清
晃　

様



平成 22 年９月号　奄美市だより 1�

笠利地区　７月末人口　6,511 人　3,126 世帯（住民登録月報より）
笠利総合支所からのお知らせ

　　７月 29 日（木）から８月 2日（月）にかけて群馬県
　みなかみ町から子ども達がおとずれ奄美の夏を体験しま
した。「海のないみなかみ」と「雪の降らない笠利」の子
どもたちのホームステイをとおした交流事業で、今年で
10年目になります。
　マリンスポーツ、海水浴、天然の塩づくり等といった
盛りだくさんのメニューに奄美を満喫し貴重な思い出が
出来たのではないでしょうか。

　

毎
年
8
月
10
日
の
道
の
日
に
行
な

わ
れ
て
い
た
道
の
日
奉
仕
作
業
を
、

今
年
は
あ
や
ま
る
祭
り
の
開
催
を
前

に
8
月
2
日
（
月
）
に
実
施
し
ま
し

た
。

　

笠
利
建
友
会
や
築
友
会
、
駐
在
員

会
、
地
元
議
員
、
奄
美
市
笠
利
総
合

支
所
か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、
宇
宿
漁
港
な
ど
で
清
掃
活
動
を

行
な
い
ま
し
た
。

【お菓子作り】 【塩作り】

　いもーれ笠利
今年もやってきました群馬から

道
の
日
奉
仕
活
動

　　　

　8月 11日（水）介護老健施設「アマンデー」に入所
中の松田　ツエさんが満百歳を迎え、塩崎笠利町地域
自治区事務所長が敬老祝い金と賞状を贈呈し長寿を祝
いました。

　松田さんは、1910
年 7 月 29 生 ま れ。
結婚後、２男２女に
恵まれたが、早くに
夫を亡くし、女手ひ
とつで４人の子ども
を育てあげました。

　長寿は町の誇り
　松田　ツエさん（和野）に敬老祝い金贈呈

　県共同募金会笠利分会（前田　篤夫分会長）では、
8月６日今年米寿を迎えるお年寄り５８名に記念写
真を贈呈し、長寿を祝いました。
　喜瀬一区の山田茂良さんは，「毎日、畑に行くのが

楽しみで、たまに散歩
をしたりすることが生
きがいです。」と、記
念写真を手に喜びを
語ってくれました。

米寿を祝い記念写真を贈呈
　いつまでも元気で長生きしんしょうりよ
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ふるさとの学舎ふるさとの学舎 大島北高128

笠利地区 9月行事予定

　

７
月
25
日
（
日
）、
大
島
北
高
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
共
催
に
よ
る
第
８
回
笠
利

湾
一
周
板
付
け
舟
リ
レ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
北
高
生
の

多
く
が
卒
業
後
に
島
を
離
れ
る
中

で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
っ
て
島
を

旅
立
つ
生
徒
達
に
、
先
祖
が
築
い
た

歴
史
を
海
か
ら
見
て
体
感
し
て
ほ

し
い
と
い
う
目
的
で
実
施
さ
れ
、
今

年
で
８
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

龍
郷
町
瀬
留
港
で
行
わ
れ
た
開

会
式
で
は
、
手
島
文
和
実
行
委
員

長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
青
山
博
久
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
、
諏
訪
薗
博
志
校
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
来
賓
の
川
畑

宏
友
龍
郷
町
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
生
徒
代
表
の
盛
駿
之

介
君
の
宣
誓
の
あ
と
、
大
会
を
盛

り
上
げ
る
た
め
北
大
島
太
鼓
部
の

勇
壮
な
太
鼓
演
奏
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
９
時
30
分
に
３
艇
の
板
付

け
舟
に
そ
れ
ぞ
れ
漕
ぎ
手
６
名
、

舵
取
り
１
名
の
合
わ
せ
て
７
名
が

乗
り
、
龍
郷
町
役
場
前
の
瀬
留
（
浦

港
）
か
ら
笠
利
町
赤
木
名
（
赤
木

名
公
園
）
ま
で
の
10
区
間
を
リ
レ
ー

し
な
が
ら
笠
利
湾
を
一
周
、
約
210
名

が
舟
を
漕
ぎ
ま
し
た
。

　

今
回
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
緑

の
島
と
青
い
海
、
そ
し
て
青
い
空
に

囲
ま
れ
た
海
か
ら
の
景
色
を
堪
能

し
な
が
ら
、
北
高
生
・
教
職
員
だ

け
で
な
く
、
奄
美
情
報
処
理
専
門

学
校
、
赤
木
名
小
学
校
、
赤
木
名

中
学
校
そ
し
て
地
域
の
方
々
も
多

数
参
加
さ
れ
、
盛
大
な
行
事
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
昼
食
会
場
と
な
っ

た
赤
尾
木
公
民
館
で
は
、
北
高
「
母

ち
ゃ
ん
隊
」
に
よ
る
炊
き
出
し
も
行

わ
れ
、
参
加
者
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

緑
の
島
と
青
い
海
に
囲
ま
れ
て

寄
付

次
の
方
か
ら
奄
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
笠
利
支
所
へ
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た

の
で
、
芳
名
を
記
載
し
誠
意
を
表
し
ま
す
。

香
典
返
し　

○
築
地　

和
明　

様
（
手
花
部
）　　

  

亡
妻　

築
地　

ヒ
ロ
子　

様

○
加　

健
隆　

  

様
（
佐
仁
）　　
　
　

亡
妻　

加　

ミ
ナ
エ　
　

様

○
肥
後　

明  　

様
（
辺
留
）　　

  　

  

亡
叔
母　

肥
後　

イ
ク　

様

○
前
當　

順  　

様
（
沖
縄
県
）　    　

亡
叔
母　

前
當　

妙  　

 

様

○
里
山　

ム
ラ
コ
様
（
用
安
）           

亡
夫　

里
山　

正
忠  　

 

様

○
中
江　

村
子  

様
（
宇
宿
）             

亡
夫　

中
江　

哲
三  　

 

様   

【漕ぎ手宣誓】

【北大島太鼓披露】

【景色を眺めながら・・・】

【力を合わせて！】
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■
奄
美
祭
り
の
パ
レ
ー
ド
を
観
に
行

き
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
方
達
も
何

人
か
見
ま
し
た
。
皆
、
暑
い
中
大
変

だ
と
思
い
ま
す
が
、
毎
年
観
る
の
が

楽
し
み
で
す
。（
66
歳
女
性
）

■
花
火
大
会
、
山
の
上
か
ら
車
中
で

奄
美
Ｆ
Ｍ
を
聞
き
な
が
ら
見
物
し
ま

し
た
が
、
内
容
が
分
か
っ
て
と
て
も

よ
か
っ
た
で
す
。（
56
歳
女
性
）

■
毎
日
、
名
瀬
方
面
の
方
へ
勉
強
に

行
っ
て
ま
す
。
40
歳
過
ぎ
て
か
ら
は

大
変
で
す
が
、
勉
強
頑
張
り
ま
す
。

（
43
歳
女
性
）

■
新
し
い
奄
美
市
だ
よ
り
は
と
て
も

見
や
す
く
な
り
、
毎
月
楽
し
み
に
し

て
ま
す
。
コ
ク
ト
君
の
登
場
も
楽
し

み
で
す
。
子
育
て
中
な
の
で
、
子
供

と
遊
び
に
行
け
る
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介

や
島
野
菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
な
ど
、

ま
た
可
能
な
限
り
紹
介
し
て
ほ
し
い

な
ぁ
～
と
思
い
ま
す
。（
37
歳
女
性
）

■
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
い
う
こ
と

で
、
ヘ
チ
マ
を
植
え
ま
し
た
。
も
の

す
ご
い
勢
い
で
成
長
し
て
い
ま
す
。

先
日
か
わ
い
い
ヘ
チ
マ
が
3
本
ヒ
ョ

ロ
ッ
と
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
の
を
見

つ
け
ま
し
た
。
本
当
に
実
が
つ
く
ん

だ
…
と
感
激
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
62
歳
女
性
）

■
足
が
不
自
由
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

行
く
以
外
は
外
出
で
き
ま
せ
ん
の
で

「
奄
美
市
だ
よ
り
」
は
と

て
も
楽
し
み
で
、
ス
ミ
か

ら
ス
ミ
ま
で
読
ん
で
い
ま

す
。
初
め
て
出
し
た
広
報

ク
イ
ズ
で
当
選
し
ま
し

た
。
と
て
も
う
れ
し
く
て

励
み
に
な
り
ま
し
た
。
ボ

ケ
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
り
ま
す
。（
92
歳
男

性
）

■
夏
休
み
で
早
め
の
帰

省
中
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、

奄
美
の
夏
は
暑
い
で
す

ね
。
熱
中
症
に
は
充
分

気
を
つ
け
て
、
奄
美

の
夏
を
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
ま
す
。（
41
歳
女

性
）

■
住
宅
横
を
流
れ
る
小

さ
な
川
の
中
を
清
掃
し
た
ら
、
ア
カ

シ
ョ
ウ
ビ
ン
が
時
々
訪
れ
て
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
蛍
の
数
も

増
え
、
街
中
の
自
然
観
察
ス
ポ
ッ
ト

に
な
り
、
他
の
町
か
ら
観
に
来
る
ほ

ど
で
す
よ
。（
61
歳
男
性
）

■
あ
ま
み
21
「
休
養
・
心
」
の
記
事

を
読
ん
で
、
参
考
に
な
り
気
付
き
を

頂
き
ま
し
た
。（
36
歳
男
性
）

■
奄
美
エ
コ
マ
ネ
ー
の
会
員
に
登
録

を
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
、
指
定
日

に
ア
ル
ミ
缶
と
一
升
瓶
を
持
っ
て
い

き
ま
し
た
。
た
ま
っ
た
エ
コ
マ
ネ
ー

は
割
引
券
な
ど
と
交
換
し
て
も
ら
え

る
こ
と
も
魅
力
で
す
。
限
り
あ
る
資

源
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
36
歳
女
性
）

３月　スポーツ合宿予定

奄美振興会館催物のご案内

鹿児島県奄美パー ク　イベントのご案内

　　※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。※９月の休園日は１日（水）,１５日（水）です。
　　※ ９月の開園時間は９：００～１８：００となります。

　  ※ お問い合わせ　　奄美パーク・奄美の郷 TEL 55-2333　　　田中一村記念美術館 TEL 55-2635

※上記の健診場所は奄美市保健センターです。
※笠利地区・住用地区については、各総合支所からのお知らせページをご覧ください。
※複合検診（特定健診・各種がん検診）日程については、７月号の12ページ、もしくは送付される
受診券をご確認ください。

９月   健診日程   名瀬地区　52-1111

チーム名 種別 地域 合宿予定日

プレス工業 陸上 東日本 3/1～3/6　
七十七銀行 野球 東北 3/2～3/20
大塚製薬 陸上 四国 3/4～3/13
神奈川大学 陸上 関東 3/4～3/7
中央大学短距離 陸上 関東 3/5～3/12
近畿大学陸上部 陸上 関西 3/7～3/17
埼玉大学　陸上部 陸上 関東 3/11～3/19
東海大四高 野球 北海道 3/20～4/1

※主催者の都合により，開演時間･入場方法等が変更になることがあります。
お問合わせは，それぞれの主催者へお願いいたします。奄美振興会館 TEL 54－1211 FAX 52－6852

日 行事名 備考（対象者など）
9/14（火） 4カ月児健診 13:00 ～ 13:15 平成22年5月生

9/14（火） 7カ月児相談 9:30 ～ 9:45 平成22年１/16～
平成22年2/15

9/16（木） ３歳児健診 13:00 ～ 13:15 平成19年4月生
9/17（金） １．６歳児健診 13:00 ～ 13:15 平成21年3月生

受付時間

日 行事名 開始 終了 入場料

9/19（日） 創作体験教室 （風景画講座） 10:00 16:00 無料

9/20（月） 奄美の郷ライブステージ 13:30 15:30 無料

日 行事名 開始時刻 料金等 主催

9/4（土）奄美十五夜唄あしび－ 佐仁のボレ唄と八月踊り －
開場18:30
開演19:00

大　人　    1,000円
中学生以下 500円

奄美文化センター
（54-1211）

9/10（金）たばこ税の手持品課税説明会 受付 13:00
開会 13:30 関係者 奄美市税務課

（52-1111　内線1105）

9/11（土）夏休み理科作品展科学の祭典　 ～9/12（日） 9:00～17:00 無料 奄美市教育委員会学校教育課
（52-1111　内線1723）

9/18（土）小宿中学校吹奏楽部定期演奏会
開場13:30
開演14:00 無料 小宿中学校吹奏楽部

（54-8830）

9/19（日）フリーマーケット（1万人広場）9:00～15:00 － 名瀬フリーマーケット市民の会
 （53-3507：稲井）

9/20（月）敬老の日祝賀会 受付 8:30
開会 9:30 関係者 奄美市高齢者福祉課

（52-1111　内線1696）

9/23（木）認知症ケア講演会 開演13:00
（予定） 無料 名瀬地域包括支援センター

（52-1111　内線1699）

9/25（土）医療講演会「生体腎移植について」
開場15:30
開演16:00 無料 医療講演会実行委員会

（53-8211）

9/26（日）アーダン15周年記念企画講演会『絹と奄美の新しい未来をめざして』
開場13:00
開演13:30

480円 （株）アーダン
（075-752-0308）

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
あ
と　

三
百
二
十
六
日
（
９
月
１
日
現
在
）

黒

　

み
な
さ
ま
か
ら
の
お
便
り

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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３
つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選

び
、
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

①
９
月
10
日
は
何
の
日
？
（
ヒ
ン
ト
８
Ｐ
）

Ａ
…
道
の
日　

Ｂ
…
水
道
の
日

Ｃ
…
下
水
道
の
日

②
熱
中
症
予
防
に
効
果
的
な
飲
み
物
は
？

（
ヒ
ン
ト
13
Ｐ
）

Ａ
…
ビ
ー
ル　

Ｂ
…
黒
糖
焼
酎

Ｃ
…
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

③
キ
ャ
ン
プ
に
来
る
球
団
は
？（
ヒ
ン
ト
20
Ｐ
）

Ａ
…
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

Ｂ
…
シ
ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ

Ｃ
…
侍
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

■
応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
答
え
（
例
：
①―

Ａ
）、
住
所
、
お
名
前
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
と
、
コ
メ
ン
ト
（
面
白
い
話
・
感
想
・

身
の
回
り
の
こ
と
な
ど
）
を
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１

名
様
に
日
本
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優

待
券
（
5
割
引
）、
10
名
様
に
図
書
カ
ー
ド

（
５
百
円
分
）、
５
名
様
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ン

グ
フ
ァ
イ
ル
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
奄
美
市
だ
よ

り
用
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ご
応
募
・

お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
宛
先　

〒
８
９
４―

８
５
５
５

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
25―

８

　

奄
美
市
役
所
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

■
締
め
切
り 

９
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
８
月
号
の
正
解

　

①―

Ｂ　

②―

Ａ　

③―

Ｂ

　
（
77
通
中
70
通
正
解
）

抽
選
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
日
本
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待

割
引
券
（
１
人
）

　

中
馬
恵
雄
さ
ん
（
笠
利
町
喜
瀬
）

●
図
書
カ
ー
ド
（
五
百
円
）（
10
人
）

　

名
越
忠
博
さ
ん
（
名
瀬
小
宿
）

　

丸
田
の
り
子
さ
ん
（
名
瀬
佐
大
熊
町
）

　

良
純
子
さ
ん
（
笠
利
町
須
野
）

　

川
内
け
い
子
さ
ん
（
住
用
町
役
勝
）

　

境
豊
弘
さ
ん
（
名
瀬
根
瀬
部
）

　

山
口
球
代
さ
ん
（
名
瀬
芦
花
部
）

　

津
島
み
ど
り
さ
ん
（
名
瀬
末
広
町
）

　

上
舞
麻
利
さ
ん
（
名
瀬
平
田
町
）

　

志
岐
正
美
さ
ん
（
名
瀬
有
屋
町
）

　

大
山
純
子
さ
ん
（
大
分
市
大
手
町
）

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ン
グ
フ
ァ
イ
ル

　

春
田
侑
希
さ
ん
（
名
瀬
石
橋
町
）

　

脇
坂
ゆ
み
子
さ
ん
（
福
岡
市
中
央
区
）

　

平
正
美
さ
ん
（
名
瀬
安
勝
町
）

　

前
野
玲
央
名
さ
ん
（
名
瀬
真
名
津
町
）

　

保
枝
さ
つ
き
さ
ん
（
名
瀬
平
田
町
）

奄美市の人口
（住民基本台帳）

平成22年７月３１日現在

世 帯 数　23,747世帯

人口総数　47,239人

男 性　22,180人

女 性　25,059人

平成２２年　火災件数

地　区 ７月 １～ 7 月計

名　瀬 １ ９
笠　利 2 7
住　用 0 0
合　計 3 １6

火の用心

　

氏　
　

名　
　
　
　
　

保
護
者
名

（
７
月
届
出
）

山
下　

健
世 

(

け
ん
せ
い) 

太
郎

進　

シ
ョ
ー
ン (

し
ょ
ー
ん) 

昭
宏

藤
本　

颯 
(

は
や
て) 

和
明

窪
田　

加
那 

(

か
な)  

暢
人

大
赦　

ひ
と
み (

ひ
と
み) 

孝
一

長
田　

哲
心 

(

て
っ
し
ん) 

卓
也

濱
崎　

蔵
之
介 (

く
ら
の
す
け) 

勝
也

富
永　

葵
衣 

(

あ
お
い) 

敏
司

叶　
　

夏
帆 
(

か
ほ)  

幸
治

才
原　

颯
真 

(

そ
う
ま) 

学

嶋
夛　

颯
斗 

(

は
や
と) 

昭
男

作
田　

怜
乃
愛 (

れ
の
あ) 

修
一

窪
田　

瑠
姫 

(

る
い)  

将
平

山
下　

奄
美 

(

お
お
み) 

幸
音

正
野　

結
菜 

(

ゆ
な)  

健
二

山
田　

海
愛 

(

み
あ)  

真
之

北
村　

美
月 

(
み
づ
き) 

繁
生

皛
納　

惟
安 

(
い
あ
ん) 

真
喜

前
田　

力
輝
斗 (
り
き
と) 

卓
哉

平　
　

世
名 

(

せ
な)  

和
幸

津
田　

波
香 

(

な
み
か) 

和
也

徳
田　

紗
和　

 (

さ
わ)  
正
一

田
畑　

優
愛 

(

ゆ
あ)  
剛

坂
元　

莉
空 

(

り
く)  

隆
則

隈
元　

優
美 

(

ゆ
う
み) 

結
佳

長　
　

心
捺 

(

こ
な
つ) 

茂
也

渡
　

絢
斗 

(

け
ん
と) 

秀
晃

山
田　

心
翔 

(

し
ん
と) 

一
平

本
田　

彩
夏 

(

あ
や
か) 

孝

（
４
月
届
出
）

上
舞　

光
輝 

(

み
つ
き) 

浩
之

※
保
護
者
の
承
諾
を
得
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地
デ
ジ
に
関
す
る
ご
相
談
は　

○
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
：
０
５
７
０-

０
７-

０
１
０
１　

○
デ
ジ
サ
ポ
鹿
児
島
：
０
９
９-

８
３
３-

２
０
２
０　

(

平
日
は
9
時
～
21
時
、
土･

日･

祝
日
は
9
時
～
18
時)

※先月号の当選者、里とき子さんの住所・電話番号が不明で図書カードの郵送ができません。
　お手数ですが、奄美市役所までご連絡ください。0997-52-1111（内線 1324）
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FAX: 0997-52-1001  
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http://w
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/
携

帯
サ

イ
ト

: http://w
w

w
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鹿
児

島
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奄
美

市
名

瀬
幸

町
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番
8

号
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i.lg.jp
 

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ

ど
も
は
町
の
宝
、
み
ん
な
で

こ
の
子
た
ち
に
誇
れ
る
町
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

山
口　

芽
衣
（
め
り
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
９
月
23
日
生 

誠
（
平
）

杉
本　

寛
喜
（
ひ
ろ
き
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
９
月
30
日
生 

寛
久
（
里
）

中
野　

芯
（
し
ん
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
９
月
12
日
生 

忠
（
用
）

柊
田　

夕
璃
愛
（
ゆ
り
あ
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
９
月
23
日
生 

圭
一
郎
（
喜
瀬
２
区
）

笠利

ま～さんどま～さんど
『ちょっぴり、にがいん棒じゃ・フライ』

★材料（作りやすい分量）

　にがうり 1本

　豚三枚肉 8 枚

　卵  1個

　小麦粉  適量

　パン粉  適量

　塩・こしょう 適量

　とんかつソース 適量

★作り方

　①にがうりを縦半分に切って種を取り、さ

らに縦半分に切り 4 等分にする。

　②①の長さを半分に切って、8 本のにがう

りスティックを作り、豚三枚肉を端から巻

きつけ、塩・こしょうで下味をつける。

　③②に小麦粉、溶き卵、パン粉を順につけ、

油で揚げる。

　④とんかつソースをつけていただく。

Vol.62
食生活改善推進員コーナー

～手作りで 島の味を 家庭の味を～

※「ま～さんど」は隔月連載です

『一口メモ』

手に入りやすい材料で、夏にぴったりのメニュー

です。

叶　

奈
実
（
な
み
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
９
月
25
日
生 

拓
朗
（
里
）

丸
山　

結
衣
（
ゆ
い
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
９
月
11
日
生 
泰
啓
（
笠
利
３
区
）

2010横浜ベイスターズ秋季キャンプは奄美市で！

　プロ野球横浜ベイスターズが、奄美市・名瀬運動公

園野球場で秋季キャンプを行います。

　朝山市長は 8 月 6 日に横浜ベイスターズの球団事務

所と横浜スタジアムを訪れ、加地隆雄社長および尾花

高夫監督と面会しました。

【 朝 山 市 長 と尾花高夫監督 】

吉
原　

奏
人
（
か
な
と
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
９
月
24
日
生 

大
剛
（
外
金
久
）

▲奄美群島の世界自然遺産登録を目指して清掃作業
が行われました。（8 月 7 日）

▲盛りだくさんの内容で賑わった商店街夏まつりの
様子です。（8 月 14 日）


